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The airn ofthis rrlonograph is some considerations on the contemporary Japanese

newspaper readership by the use of the data from JGSS‐ 2002. We conf1111l three

c h a r a c t e r i s t i c  f e a t u r e s  a b o u t  t h i s  t h e m e。( 1 ) T h e  f r e q u e n c y  o f  c o n t e m p o r a r y  J a p a n e s e

reads some newspapers in a week is rather high. But it lean toward rliddle and old

ages。 (2)The reliance of contemporary Japanese on ne、 vspaper is the top among

flfteen organizations that JGSS-2002 take up.(3)In preSent― day Japan,there are flve

national papers,namely  ``Asahishinbun'ち ``Sankeishinbun'', ``Nihonkeizaishinbun'',
``障

TainichishinbunⅢ and  ``YorniurishinbunⅢ. We analyzed these papers readership

from point of sex, age, area, scale of cities, educational background, occupation,

position in 、vork, falnily income, consclousness of belonging social stratiflcation,

supporl of political party and political consclousness.It is clear that these newspapers

readership has o、vn individuality.

Key words : JGSS-2002  nc、vspapcr rcadcrship  contcmporary Japancsc

本稿の目的は、」GSS 2002から得られたデータをもとにして現代 日本におけ

る新聞読者層を考察するところにある。ここでは、以下のような特徴のあるこ

とが確認 された。①現代 日本人においては、彼 らが新聞を読む頻度はかなり高

い。しかし、それは、中 ・高年齢層に片寄っている。②現代 日本人の新聞への

信頼度は高く、JGSS-2002で取 り上げた 15の組織のなかで最高になっている。

③現代 日本において流通 している朝日新聞 ・産経新聞 ・日本経済新聞 ・毎日新

聞 ・読売新聞の5つ の全国紙について、これらの読者層を性 ・年齢層 ・地域 ・

都市規模 ・学歴 ・職業 ・従業上の地位 ・世帯収入 。階層帰属意識 ・支持政党 ・

政治意識によつて分析 してみると、これらの新聞の読者層がそれぞれの個性を

持っていることが明らかになった。

キーワード:JGSS-2002、新聞読者層、現代日本人
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1_1ま じbに

コ ミュニケーションの過程には、自分の精神活動によって作 り出 した意味を言葉や文字

あるいはジェスチャーなどの記号 に変換 させてメッセージと して伝達 しようとする (送り

手〉 と伝達が実際に進め られてゆ くチャネル、そ してメ ッセージを感覚器官で受 けて解読

し、これを自分の精神活動に復元 して反応する く受け手)を 必要 としている (竹内郁郎、1

990、9頁)。 このような基本的な原理か ら見れば、マス ・コ ミュニケーションとイ ンター

パーソナル ・コ ミュニケーションとの間に異なるところはない。けれども、 もちろん両者

には、社会的な現象 として大 きな違 いが存在 していることが明 らかである。すなわち、 こ

れは、次の 3点 に大体要約 されるであろう。

①マス ・コ ミュニケーシ ョンでは、 (送り手》が新聞社 。放送局 ・出版社 ・通信社 など

といったマスメデ ィア産業であって大部分が高度 に組織化 されているのに対 し、 (受

け手》の側は匿名的で不特定多数の大衆である。 そこには、生身の人間同士の コ ミュ

ニケーシ ョンというより、組織 と大衆 という間接的な関係が成立 している。

②マス ・コ ミュニケーシ ョンでは、機械技術が駆使 されるために、製作 されたメ ッセー

ジは電磁波 ・電波 ・フィルム ・印刷物などの媒体 によって大量かつ広範囲に伝達 され

ることができ、保存 も可能である。

③マス ・コ ミュニケーションでは、投書や意見が求め られ、視聴率や販売数が (受け手》

の反応 として重視 されているけれど、 日常的には 〈送 り手》か らの一方方向の伝達が

行われている (木村雅文、1993、123頁)。

すなわち、マス ・コ ミュニケーシ ョンの研究においては、 く送 り手)の 存在が大 きいこ

ともあって く送 り手)の あ り方の方がず っと認識 されやす く、分か りやすい。そのために、

本稿で取 り上げる新聞 について見て も、さまざまな視点か ら新聞を論 じているのは、現職

や経歴 に新聞記者など新聞人の肩書を有 している (送り手》側 に立 った人物が圧倒的に多

くを占めている。

しか し、先に見たよ うにコ ミュニケーションが成立するためには、 く受 け手)の 存在が

な くてはならない以上、マス ・コ ミュニケーションの (受け手)で ある視聴者や読者 など

についての知見を持つ ことも大切である。 これが、マスメデ ィア産業の企業戦略 としてマ

ーケティング調査の重要 な対象であることは、すでに周知の事柄だ と思われる。 とりわけ、

新聞の読者層を分析することとは、 「新聞の社会的機能、イデオ ロギー性を把握するのに

不可欠 な研究で…新聞 と社会の相関をマクロ、 ミクロ的に、 しか も歴史的、有機的に把握

することを可能 にする」 とされており、ひるがえって 「新聞 その ものの研究に有意義 なこ

とはもちろんである」 として高 く評価 されているのである (山本武利、1981、41～42頁〉。

本稿 は、かかる問題意識か ら、JGSS-2002から得 られたデータを もとに しなが ら現代 日

本 における新聞読者層を、不十分であるけれど、分析 しようとす る試みである。
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2 _ 現 代 日本 人 に お け る新 聞 購 読 の 頻 度

現代 |1本において新聞を話題 にするときに多く,す及 されているのは、 十日本の発行部数

は7221万8000部 (朝rflと夕刊の合計 )で 、||を界第 1位 で一人 11千人あたりの出!数は573部、

ノルウェーに次いで第 2位 …非常 に高い浄及存を誇 り、 +1本人は実によ く新聞を読んでい

ることになる」 という事実か ら導かれた 「11本は||七界で行数の新聞大田である」といった

ような析摘であろう (大井長 11、2001、30貞)◇ しか も、その新聞の93%が 宅配制度によっ

て家庭に配達 され、自宅に居なが らに して子に入れ られるところか ら、新聞は挙籍 と共なっ

て、きわめて大衆的にゆきわた っているメディアだと見ることが可能である。

ところが、2003年4月 に岩波新書のなかの一点 として刊行 された中馬清柄氏の若さは、

そのタイ トルを ‖
J新

聞は生 き残れ るか』 と付けていて、13年前に同 じ新誇で出版 された桂

敬一氏の著書が 『現代の新聞』 という穏当な書名であったのと比較すると、大 きな危機感

のあることをあ らわに している。 このような、新聞をめ ぐる
“
新聞大国

"と “
生 き残 り

"

という2つ の現実の間には、一体何があるのであろうか。そこで、 これを現代 日本人の新

聞購読の頻度 という点か ら考えてみたい。

さて、JCSS 2 0 0 2では、留め置 き調査票の冒頭の設間で 「あなたはどれ くらいの頻度で

新聞を読みますか」 と尋ねている。その結果は、 “ほぼ毎 日
"が

75.1%、 “週数回
"が

11.

3%と なってお り、調査対象者の 9割 近 くが新聞にかなり高い頻度を もって接 しているこ

とが分かる。 これは、週単位の数値であるけれど、 「国民生活時間調査」によって一 日の

なかについて見てみると、新聞を購読 している時間は1970年の19分か ら2000年の23分まで

大 きな変化を示 してお らず、 「ここまで変化量の少 ない行動は珍 しい。新聞はそれだけ日

本国民全体 に安定的に読 まれている」 とされているのである (NHK放 送文化研究所編、2

002、106頁)◇ こうした事実か らは、新聞について、あまり過大な危機意識は必要ないの

か もしれないよ うにも感 じられる。

では、新聞購読 における問題点は、どこにあるのであろ うか。それは、JCSS 2 0 0 2のデ

ータによって も証明 されるように40歳代以上の中 ・高年齢層に片寄 った接触頻度が認め ら

れることであ り、20歳代の若者では
“
ほぼ毎 日

"が
44.2%、 “週数回

"が
26%と いったか

たちで他の世代 と比較 して明 らかに
“
新聞離れ

"が
起 こっていることである (図 1)。 も

ちろん、それには、現在の若者の生活や関心が新聞を読むのにあまりに も慌ただ しいこと

に原因が求め られるのであろ うし く中馬清福、2003、34～36頁)、 若 い世代 ほどテ レビの影

響を受 けて育 ち、とりわけ彼 らが情報収集 においてイ ンターネ ッ トにいち早 く適応 していっ

た ことなどの事実 も指摘できるであろう。

20歳 代

30歳 代

40歳 代

□ほは毎日

物腫数回

□腫 1同程度
田 それ以下

□ 全 く説 まない

(単位名 :%〉
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5 ( ) 歳イ(

6 ( ) 歳イ(

7 ( ) 歳代

8 0 歳 代

図1 年齢層別新聞を読む頻度

その 11に、新聞の発行部数が世帯数の増加に追 いつけないところか ら、宅配制度に支え

られてきた
“
田民持読

"と
いう環境 も崩れ始めている、と言われている (中15、前掲書、31

～32真)。 この現実 も、JGSS 2 0 0 2のデータで見ることができる。すなわち、新聞を読む

頻度 と世帯類型別 とのクロスを行 うと、単独世帯では、明 らかに
と
ほぼ毎 日

"が
少ないか

らである (図 2)。 単独 (単身 )世 帯には、親元を離れている大学生が一定の比重を占め

ているが、 「彼 らが新聞を読まな くなったと言われて久 しい」 とされている (中馬、前掲

書、32頁〉。そ して、この単独世帯で暮 らす生活者 は、独身の社会人や配偶者を亡 くした

高齢者にも多 く見 られ、今後 とも増えることが予想 されるか ら、やはり新聞の将来が危倶

される状況はなお一段 と続 くのではないか と考え られる。

( 単位名 : % )

0     10    20    30    40    50    60    70    80    90    100

□ ほぼ毎日

吻胆数回

□題1回程度

□ それ以下

圏 全 く読 まない

核家族 ・親 子

核家族 ,夫 婦

他の親族 世帯

単独世帯

図 2世 帯類型別新聞を読む頻度

3 、 新 聞 へ の信 頼 性

このように、新聞の読者確保の将来に不安が隠せないとしたら、新聞への信頼性はどう

なっているのであろうか。これについても悲観的な意見がある。たとえば、日本新聞協会

が1990年代に 5回 にわたって実施 した新聞への信頼度調査の結果を引用 しながら、正確性

社会性 ・日常性 ・公平性 ・品位性 ・人権配慮 ・信頼性 ・総合というどの項目をとって見て

も 「総 じて否定回答が じわ じわ増え、肯定的回答が漸減傾向にあった」とまとめ、99年の

調査では調査方法の変更があったこともあって逆の動向が現れているのにもかかわらず、

「新聞が、読者 ・国民の信頼の面で大きくぐらついている実感を物語 っている」と論 じら

れているのは、その 1つ であると思われる (本郷美則、2000、74～77頁)。 たしかに、新聞
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については、これまで もサ ンゴすit映|!:件や松本サ リン'lf件などィ:i頼をそこなう誤救ゃ虚救

が何ttilかあったわけだ し (池1ll活と大、2000、11～93ピ〔)、 信tll度調査に出されている各ィrf H

に1対しては常に注意を払わなければならないのであるか ら、かかる|′1戒の意識を持 ってい

ることはきわめて大切であろう◇

しか し、JGSS 2002による組織への信頼に関する項 目を見ると、逆 に大いにiJ信を付け

るようになるのか もしれない。JGSS 2002では、15の知i織を取 り 1二げて、それぞれへの信

頼度を、 “とて も信頼 している
" ・ “少 しは信trtしてぃる

" ・ “ほとんど信tFRしていない

" ・ “わか らない
"の

4つ の選択肢を掲げて回答を求めている。それによれば、新聞への

信頼度については、 “とて も信頼 している
"が

22%と 裁判所よりは健差で低 いものの、 “

少 しは信頼 している
"が

67%あ って 9割 近 くが何 らかの
“
信PFR"を表明 してお り、15の燕1

織の うちで同 じマスメディアに属するテ レビもかなりじ|き離 して信頼度が もっとも高 くなっ

ているのである (図 3)。
(単位名 : % )

80    00   100

大企業

宗教団体

学校

中央官庁

労働打1合

新聞

病院
テレビ

裁判所

学者 ・研究者

国会議員

市区町村議員

自衛隊

替察

金融機関

□ とてもイ言頼

露炒 しは信頼

□信頼 していない

□わからない

圏撫 回答

図3組 織への信頼度

す ぐに分かるように、 これ ら15の組織は、いずれ も現代社会 において公共性が非常 に高

く、いったん不祥事が起 これば厳 しく批判 されるものばか りである。 さらに、率直に言え

ば、新聞より重要 なものの方が多い。に もかかわ らず、新聞の信頼度が高いのは、 日本の

新聞の一般紙、その代表的な ものとしての全国紙が発行部数の多い割 りには報道中心 に構

成 されてお り、欧米における大衆紙 に高級紙の性格を併せ持 った質の高 さを維持 している

か らではないかと思われる。

では、新聞への信頼度 に購読頻度に見 られたような年齢差は存在するのであろうか。た

しかに、70歳以上の高年齢層の対象者の示 した
“
とて も

"の
信頼度 は、かなり高いという

結果が出ている。 しか し、20歳代だか らといって
“
少 しは

"も
合わせ ると決 して低 いわけ

ではない (図4)。 つま り、若 い世代は、新聞をあまり読 まないけれど、 これは新聞に強

く批判的だか らというのではな く、何 とな く信頼できるものの 1つ として考えているので

ある。 この事実か ら、将来ある世代を新聞読者層に取 り込んでゆ くためには、学校 におけ

る新聞を使 った教育 (NIE)な どによって新聞に青少年を して早 くか ら親 しませ るため

の努力が求め られ るのである。
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朝 日新聞

産経新聞

日本経済新聞

毎 日新聞

読売新聞

サンケイスポーツ

スボーツニァボン

デイサースポーツ

日刊 スポーツ

663( 832)

131( 202)

255( 307)

274( 396)

821(1018)

77(X137)

138(  88)

48(買 58)

115( 100)

静岡新聞

中国新聞

新潟日報

神戸新聞

河北新報

信濃毎日新聞

山陽新聞

京都新聞

下野新聞

( t キ1位名 : % )

80    90    100

佐賀新聞

山形新聞

山陰中央新報

四国新聞

大分合同新聞

高知新聞

十勝毎 日新聞

岩手 日報

神奈川新聞

□ とてもイ,f撤

殴 夕しはイri如

Elf・千や点けごいたい

□わか| ) ない

1 5 (

1 4 (

1 4 (

1 4 (

1 4 (

1 2 (

1 1 (

1 1 (

1 0 (

2 1 1 歳代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 代

80歳 代

図 4年 齢層別新聞への信頼度

4、 現 代 日本 の 全 国紙 とそ の新 聞読 者 層

JCSS 2002では、留め置き票のなかで、新聞に関 しての質問として 「あなたがよく読む

新聞すべてに①をつけてください」という項目を設け、回答を求めている。その際に、デi]

意された選択肢には、 1朝 日新聞、 2産 経新聞、 3日 本経済新聞、4毎 日新聞、 5

読売新聞、 6サ ンケイスポーツ、 7ス ポーツニ ッポン、8デ ィリースポーツ、 9日 刊

スポーツ、10報 知新聞、11】ヒ海道新聞、12東 京新聞、13中 日新聞、14西 日本新聞、1

5 Japan Times、16日 刊ゲンダイ、17夕 刊フジ、18赤 旗、19聖 教新聞、を挙げて現代

日本において名前が広 く知 られている新聞を取 り上げている。そして、さらに、20そ の

他 〈具体的に )を 設 け、 この他 によ く読む新聞があるのなら、その新聞名を記

入 してもらっている。これらから現れた新聞名とその度数分布は、以下の通 りである。そ

の上に、この表には、200 2年1～ 6月 の集計の各新聞の発行部数を付け加えている (春原

昭彦、200 3、39 8～39 9頁)。 JC S S  2 0 0 2による回答結果は、実際の発行部数と若干の異同は

あるものの、現状をほぼ反映 しているように見ることができる (表)。

58〈

51〈

50(

42(

34(

33〈

33(

29(

28(

74)

75)

50)

56)

51)

48)

46)

50)

31)

14)

21)

18)

21)

25)

23)

9)

23)

23)

表 JCSS-2002に おける各新聞の度数および発行部数

“
その他

"の
新聞名       皮数 発行部数

“
その他

"の
新聞名         度 数 発行部数名  称        度 敦 発行部数
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報知新聞

北海道新聞

東京新聞

中 日新聞

西 日本新聞

Japan Times

日刊ゲ ンダイ

タ刊 フジ

赤旗

聖教新聞

その他

いずれも選択していない

5 9 (   6 3 )

1 1 2 (  1 2 3 )

2 2 (   6 3 )

2 5 2 (  2 7 4 )

6 1 (   8 5 )

7 (    6 )

13〈    )

25(X156)

43(    )

103(    )

911

167

南 日本新聞   28〈  40)1室 蘭民報

北 日本新聞   25( 23)1琉 球新報

熊本 日日新聞  25( 39)1沖 縄 タイムズ

宮崎 日日新聞  25( 24)1岐 阜新聞

9〈   6 )

9(  20)

9(  20)

8(  18)

7(  20)

5(   6)

4(  19)

4(     )

4(      )

3(    )

13(X 39)

3(H 52)

17(    )

7

26

18

愛媛新聞   22( 32)1福 島民友

東奥 日報   20( 5)1岩 手日日新聞

秋田魁新報   19( 27)|千 葉 日報

福島民報   19( 30)1東 海新報

山梨日日新聞  18( 21)1北 鹿新聞

福井新聞   18( 20)1公 明新聞

上毛新聞   16( 30)十 日本農業新聞

茨城新聞   16( 12)十 日刊工業新聞

日本海新聞  16( 17)1中 日スポーツ

徳島新聞   16( 26)|そ の他のスポーツ虹

長崎新聞   16( 20)|そ の他・不明

北国新聞   15( 33)1無 回答

まは、自社公称部数。発行部数の邸位は万部。日書に記載のとい部数は空白にした。

さて、表を見ると、 “その他
"に

多くの地方紙 (県紙)や 業界紙が挙がっていることが

分かる。周知のように、日本の新聞界は、明治初期以来の長い歴史を有 している。ただし、

その現在に至る起源としては、太平洋戦争の戦時下に進められた政府による新聞統制に従 っ

て1942年に日本新聞会が設立 され、この下で数多 くの新聞社の統廃合が行われたことによっ

て全国紙 ・プロック紙 ・地方紙 (一県一紙)の 体制が確立 したところにある、と言われて

いる (有山輝雄、1995、46頁)。 すなわち、ほとんどの県には、それぞれ有力な地方紙が 1

～ 2紙 あって、県内における販売シェアで全国紙と競合 しつつ、む しろ優位に立つくらい

になって存在 しているのである (佐塚正樹、2000、40～42頁)。

このように、現代日本の新聞読者層については、プロック紙 (と くに中日新聞)や 地方

紙の重要性を無視できないのであるが、本稿では読売新聞や朝日新聞のように発行部数に

おいて世界第 1位 ・世界第 2位 であり (佐塚、前掲書、39頁)、 日本の代表的な新聞として

知名度が高 く、かつ互いに話題にされることの多い朝日新聞 ・産経新聞 ・日本経済新聞 ・

毎日新聞 ・読売新聞の 5つ の全国紙を中心に分析することにしたい。

4.1性 別

男女の別に分けて見ると、全体 としては、宅配制度によって家庭で読まれていることも

あってか女性の方がやや多い。 しか し、産経新聞と日本経済新聞では、男性の割合が高 く、

とりわけ日経の高さが日立つ (図 5)。 これは、日本経済新聞の読者層として、今後の分
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析 とも1業l係して く

そ して、何より

かなり越えている

が現れているよう

るところであろう。

も特徴的なのは、スポーツ紙 と

ことである。 これ らの新聞の記

に思われる◇

クロJ紙において夕j性の読者制合が70%を

'! f内容には、ある十血Fで低俗的なり,性文化

(単f立名

80     90

: % )

100

図5全 国紙の性別読者層

4_2年 齢層別

年齢層別では、先に見た新聞購読の頻度 にも述べた ことと同 じ通 りの傾向が うかがえる

(図 6)。 すなわち、20歳代の若 い世代が少 な く、40歳代か ら増え、50歳代が もっとも多

い。また、日本経済新聞の読者で40～50歳代の数字がやや高 いのは、 この世代が ビジネス

界の第一線 にいるか らであろう。 その代わ り、同紙では、定年を過 ぎる60歳台以上になる

と他 と比べて ぐっと少なくなる。

これに対 して、産経新聞 と毎 日新聞では、読者が高齢者層に片寄 っている。産経新聞 も

毎 日新聞 も紙面の刷新には意欲的であるが、発行部数が伸び悩んでいる。それは、古 くか

らの ファンはいるのだが、新 しい読者をなかなか獲得できないか らであろう。 この現実は、

かつての三大紙の 1つ であった毎 日新聞にいっそ うよく当てはまるように思われる。

(単位名 :%)

911弾f踏1

た雑新聞

日本経済新聞

毎 11新掛l

説売新聞

朝日新聞

産経新聞

日本経済新聞

毎日新聞

議売新聞

□男性

EB女性

□20歳 代

物30歳 代

□ 40歳 代

□ 50歳 代

圏目60自 訂モ

§ 70歳 代

圏 80歳 代

図6全 国紙の年齢層別読者層

4_3地 域別

JCSS-2002では、 日本全体を北海道 ・東北、関東、中部、近畿、中国 ・四国、九州の 6

つの地域に分けてサ ンプ リングを行 っているが、それぞれの全国紙 における地域別読者層
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は以 下の通 りになっている (図7)。 それによれば、全国紙においては、東京と大阪とい

う大都市圏を含んだ関東と近畿における読者層の比重が高い。やや細かく見ると、朝日新

聞ととりわけ読売新聞は関東の、産経新聞は近畿の読者層が厚いという傾向がある。これ

は、各新聞の歴史と販売力を反映 しているからなのであろう。

言 うまでもなく、名古屋という大都市圏を有する中部は、中日新聞の強固な地盤である

か ら、それぞれの全国紙のなかの読者層は比較的少ない。さらに、プロック紙や有力地方

紙の多い北海道 ・東北、中国 ・四国、九州でも同様で、発行所から遠 くて流通に難のある

全国紙はむしろ補完的な地位に甘んじている。つまり、自宅で
“
取 っている新聞

"と
言え

ば、 5つ の全国紙だけをほぼ思い浮かべるのは、大阪日日新聞という知名度の低い地方紙

しかない大阪府民にとっての常識かもしれないが、他の都道府県ではそうでもないのであ

る。

図7全 国紙の地域別読者層

4.4都 市規模別

JGSS-2002では、4.3で紹介 したように全国を6つ の地域に分けたのに続いて、それぞれ

のなかで上3大市 (札幌市 ・仙台市 ・千葉市 ・東京都区部 ・川崎市 ・横浜市 ・名古屋市 ・京

都市 ・大阪市 ・神戸市 ・広島市 ・北九州市 ・福岡市)、 その他の市、町村という地方公共

団体の規模別によって標本抽出を行った。これらの3つ の都市規模の段階における全国紙

の読者層を見ると、13大市の占める割合が幾 らか高 く、全国紙が都会的であることが示さ

れている (図 8)。 とりわけ、朝 日新聞 ・日本経済新聞 ・読売新聞には、それが濃 く現れ

ている。逆に、産経新聞と毎 日新聞は、やや中小都市から町村的で、戦後日本の巨大な都

市化に遅れをとってきたと言えそうである。

(単位名 :%)

朝日新聞

産経新聞

日本経済新聞

毎日新聞

説売新聞

朝日新聞

産経新聞

日本経済新聞

田Hヒ海道 。東北

物関東

□障部

田距畿

田中国 ・四国

M州

目 13大 市

物その他の市

国H村

(単位名 :%)
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毎日新聞

読売新聞

図8全 国紙の都市規模別読者層

4_5学 歴別

現代 日本は、教育の普及 している日として知 られているが、それぞれの全iJ紙の学歴別

読者構成はどうなっているのであろうか。 ここでは、該当者数が少ないことで もあるので、

旧制の尋常小学校 と高年小学校卒業者を旧制初等教育、旧制の中学校 ・高等女学校 ・実業

学校 ・師範学校卒業者を十日制中等教育、旧制の高等学校 ・専門学校 ・高等師範学校 ・大学 ・

大学院卒業者を旧高等教育として統合 して表示 している (図 9)。

結 果を見ると、 日本経済新聞読者が、旧制学校卒業者は少数 なのにかかわ らず、新制の

大学 と大学院を合わせた卒業者で半数近 くに達 し、短大 ・高専 まで含めると62%に 及んで

いることに気が付 く。すなわち、 これは、 日経の購読者の増加が比較的最近で、 しか も彼

らが高学歴であることを物語 っており、 この数字は次の職業別構成 と大 きく関連 している。

次いで、朝 日新聞読者の学歴 も高 く、同紙が 「知的情報でイ ンテ リ階層にア ピール してき

た」 という指摘 もうなずけるところであるし 〈岩崎恭裕 ・尾上進男、1992、89頁)、 「全体

に論評が多い…読 ませ る新聞 といえよう…ここが他紙 との最大の差別部分 といえる」 とす

るところにも朝 日の読者層が反映 していることが うかがえる (戸田覚、1998、18頁)。

一方、毎 日新聞 と読売新聞の読者は、明 らかに新制高等学校卒業者が大 きなウェイ トを

占めていて、学歴別構成は低 くなっている。そこで、読売新聞は、人気のあるプロ野球興

行をは じめとするイベ ン ト戦略を駆使 して部数を仲ば してきたのであ り、 「大衆 と進むと

いう姿勢が うかがえる」ばか りでな く (岩崎ほか、前掲書、93頁)、 社論の統 一や提言報道

によって大衆を
“
良識

"の
線 に導 こうというような動 きも行 っているのであろ う。毎 日新

聞が、 「紙面全体を通 じて 『わか りやすさ』に主眼が置かれている」 とされるの も同紙の

読者層を念頭に入れてのことであろうが (戸田、前掲書、20頁)、 読売新聞 と朝 日新聞の間

にはさまれて方向を徹底で きない憾みが残 るようである。
(単位名 :%)

朝日新聞

産経新闘

日本経済新聞

毎B新 閲

議売新聞

□1同偶初等教育

物十日前中等教育

□旧制高等教育

回断鋼中学校

田断制高校

§断制短大 ・高専

圏断制大学

国断制大学院

田めからない

国 9全 国紙の学歴別読者層

22.7 一″

4,6職 業別
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それぞれの全国紙の読者における職業別構成は、どのようになっているのであろうか。

ただし、職業分類は、かなり複雑であるので、ここでは上層ホワイ トカラー (専門職 ・管

理職)、 下層ホワイ トカラー (事務職 ・販売職)、 プルーカラー (熟練労働者 ・半熟練労

働者 ・非熟練労働者)、 農林漁業 〈農林漁業従事者)の 4つ のカテゴリーに簡素化 し、こ

れに無職を加えて分析 した (図10)。

職業別の構成では、日本経済新聞読者が上層 ・下層を問わずホワイ トカラーが合わせて

67.4%を 占め、とくに他と比較 して上層ホワイ トカラーの多さが日立 っている。 ここから、

日経が経済専門紙としての性格か ら 「個人宅ではなく、事業所での購読率 も高い…ビジネ

ス層にはおしなべて人気がある」という大きな特徴を持 っているとする記述の正 しさがよ

く分かる (戸田、前掲書、22頁)。 そして、朝日新聞読者が、上層ホヮイ トカラーで日経に

次いでいるが、この事実 も学歴 との関連で明らかである。

これらに対 して読売新聞読者は、産経新聞読者とともにブルーカラーの割合が大きく、

読者層がかなり異なっている。毎 日新聞読者で無職が半数近 くもあるのは、高齢者が多い

ためであろうが、ここにも同紙の将来にとつての懸念材料がありそうに感 じられる。
(単位名 :%)

朝日新聞

産経新聞

日本経済新闘

毎日新聞

議売新聞

□上層ホワイ ト

物下層ホワイ ト

ロ プルーカラー

田膜林漁楽従事者

田ほ職

国10全国紙の職業別読者層

4_7従 業上の地位別

個人が行っている仕事の種類を言 う職業と関連のあるものに、個人が
“
どのような従業

上の地位のもとで働いているか
"と

いう社会的なカテゴリーがある。本節では、それを経

営者 ・役員、常時雇用者 (役職あり)、 常時雇用者 (役職なし)、 臣時雇用者 ・派遣社員、

自営業者 ・家族従業者 ・自由業者、無職に分け、これらが各全国紙の読者層にどのくらい

あるかを調べた (図11)。

ここでも日本経済新聞の読者層のなかが、法人の経営者 ・役員で突出 し、さらに正社員

や正規職員である常時雇用者までを含めて61.6%と 多 く占められていることが分かる。や

はり、日経には、会社に勤務するビジネスマンの支持が強いのであろう。朝日新聞が、こ

れに続いている。一方、読売新聞と産経新聞の読者層では、非正規社員である臨時雇用や

派遣、自営 ・家族従業者 ・自由業の比重が高い。このような点には、職業別構成と類似 し

た状況が見 られる。
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40    50    60

( l l l  f立名 :% )

70    80    90   100

4 _ 8世 帯収入別

次に、1性帯の年間収入別に見てみよう (図12)。 ここで、個人収入別に しなか ったのは、

すでに説明 した通 り、現代 日本の新聞が宅配制度によつて世帯 ごとに購入 されている例が

大部分だか らである。

この結果では、どの新聞について も無回答が多いが、なかで も日本経済新聞の読者 に85

0万円以上の高所得者が24.7%と 多 く現れ、逆 に350万円未満の低所得者9.4%と 少ないこ

とが注目される。 これ も、前掲の職業別構成で 日経読者に上層ホワイ トカラーが多か った

ことと従業上の地位が高かった り、雇用が安定 していたことが関連 していると言えるであ

ろう。 したが って、朝 日新聞 と産経新聞 とが 日経 に続 き、毎 日新聞 と読売新聞 とでは読者

の うち850万円以 上が10%台 前半で少な く、逆 に350万円未満が20%を 超えているの も、そ

れぞれの新聞の読者層が持 っている職業 と地位 という社会生活上の現実を反映 しているの

であろう。

(単位名 :%〉

朝 日新聞

産経新闘

日本経済新聞

毎 日新聞

読売新聞

朝 日新聞

産経新闘

日本経済新聞

毎 日新聞

読売新闘

□経営者・役' 1

陽順ナlj活‐役職あり

□腰ナI〕古・役職なtノ

□匹時雇用・派通

田白ヤ ・家族賀葉若

§無段

酌 50万円未満

絡 50～550万円未満

B50～ 850万円未満

齢 50万円以上

国際 回答

図12全国紙の世帯収入別読者層

4_9階 層帰属意識別

このように、日本経済新聞の読者層には、第二次世界大戦後の日本における経済大国化

を リー ドした人材が多 く含まれていることが明らかである。つまり、日経が 「日本経済の、

成長をそのまま反映 したような形で部数を仲ばし、専門家の新聞だったものが、今や経済

に関係 した人の必読の新聞という趣きさえある」という指摘がまさしく当を得ていると言

えるのである (岩崎ほか、前掲書、94頁)。 ただ、同紙が部数で4位 になっているのは、日

図 11全 国紙の従業上の地位別読者層
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本経済新聞 と似たような読 者肘を持つ朝 |1沖F聞に比べて経済 専|‖l紙であることか らrrl読者

の広が りという1角Fで限界があるか らだと思われる。 これ らに対 して、読売新聞の|どモ大 さは、

その 1大衆性を売 り物Jに することで (岩崎ほか、甫Ttt ifゃ、99貞 )、 1止的にもっとも多い郁

市的な大衆をな盤を置いて成功 してきた結 果の表れであろう。tt ti新聞は、他紙 との競争

のなかでどのような読者にア ピールするについて 「崚昧 な路線を走 らざるを得なか った」

とされているように (岩崎ほか、前掲■、99貞 )、 しだいに発行部数が減 り、読者悟が高齢

化 しているのである。

それでは、読者の階肘帰属意識はどうであろうか。JG錨 2002で は、 これを_上・中の_1二・

中の中 ・中の ド・下の 5段 階法によって尋ねている。 この方法だと、当然にどの新聞読者

で も
“
中の中

"意
識が半数前後になるが、やは り日本経済新聞読者では

“
中の 上

"の
方向

に、読売新聞や毎 日新聞読者では
“
中の 卜

‐力
の方 に集 まる傾向にある。 それに、産経新聞

で
“
下

"が
多いの も注目される (図13)。

(単位名

80    90

: % )

100

朝 t ]新聞

産経新聞

日本経済新聞

毎 [ J新聞

読売新聞

E L L
物 中の L

□ 中の中

国 中の下

肺

4_10支 持政党別

毎日配達されて来る新聞には、各新聞社でレイアウ トに若干の違いはあるものの、紙面

構成はどれも似通 っているなという印象がある。ニュースの取 り上げ方 も日本経済新聞が

経済専門紙としての独自性を持 っているほかは、全国紙あるいは一般紙として比較的大き

な出来事などのあったときには同 じようになっている日が多い。このことから、新聞とは、
“
金太郎飴

"み
たいだとされたり、新聞の販売員は 「どの新聞を取 っても同 じようなもの

ですよ」と言って勧誘 しているのかもしれない。とりわけ、政治的な姿勢に関 しては、日

本の新聞が
“
不偏不党

"を
旗印にしていることもあって、欧米の新聞が特定の政党や候補

者への支持を明確にすることがあるのとは異なっていると考えられてきた。

ところが、1960年代後半から70年代になると状況に変化が現れ、 「まず 『産経新聞』が

政府 ・与党寄 りに姿勢を転 じ…右寄り路線を明確にし…朝日攻撃の論陣を張った。一 『読

売新聞』が、その後、大転換を遂げる。時期はちょうど中曽根政権が誕生 した82年前後か

らである。… 『読売新聞』のこの大転換で、 “読売 ・産経
"対 “

朝日 ・毎日
"と

いう構図

ができあがり…新聞論調の二極分化と呼ばれる状況が生まれた」と論 じられるようになっ

図13全 国紙の階層帰属意識別読者層
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た (柴田鉄治、1997、40～42頁)。つまり、かかる経過から 「時の争点に関 して朝日、毎日、

東京 (中日)新 聞のグループと読売、産経とが区分けして語 られることも多い」とまとめ

られているのである (高尾義彦、2001、57頁)。

最近でも、この論調の分化は、本稿執筆時のニュースで言えば、イラク復興支援への自

衛隊派遣基本計画の閣議決定 (2003年12月9日)に 関する翌10日の各社社説にも明らかに

示されている。すなわち、政府決定を全面的に支持 し、自衛隊を積極的に激励する論説を

掲げた産経新聞と読売新聞に対 し、日本経済新聞は賛成の立場でも派遣の必要性を認める

程度に留め、毎日新聞は憲法の枠内でと慎重のうえにも慎重を、という姿勢を出している。

そして、朝日新聞は、危険性を指摘 し、はつきりと反対の意見を表明 しているのである。

もちろん、このような社説は、固すぎて、あまり読まれないのかもしれない。 しかし、各

社は、自社の論調にもとずいて紙面づくりをしているのだから、新聞を開けば誰でも目が

行 くはずの 「見出しだけで新聞論調の違いが透けてみえてくる」ことも大いに有り得るの

ではないかと思われる (北村肇、2003、130頁)。

したがって、それぞれの論調を持 っている各全国紙における読者層の政治的意識の動向

には、政治的社会化の例として注意すべき点があると考えられる。そこで、まず読者の支

持政党別構成を見てみたい。と言 っても、JGSS-2002の調査以降には、周知のように2003

年11月に衆議院議員総選挙が行われており、この前後に民主党と自由党との合併、保守党

の保守新党への衣替えと保守新党の自民党への合同といった変化が起 こっている。これら

の出来事を無視するわけにはゆかないが、取 り敢えずの参考にはなるであろう (図14)。

結果によると、どの新聞読者にも
“
特に支持する政党はない

'が
60%を 超えるほども占

めていて、いわゆる無党派層が大部分である。 しかし、そうしたなかでも朝日新聞読者の

自民党支持が17.6%と 、他と比較 してやや低い事実が注目される。やはり、朝日の読者は、

積極的とは言えないものの、反自民なのであろうか。それに、毎日新聞読者が続いている

が、むしろ毎日読者の方に野党支持が多い。これに対 して産経新聞 ・日本経済新聞 ・読売

新聞読者の自民党支持率は、互いにかなり高 くなっている。 これは、日経が、現代日本社

会において経済 ・社会的に高い層を読者に持 っていることが反映 しているのであろう。す

でに見たように、朝日新聞と日本経済新聞では、読者層に近似 しているところがあるのだ

が、両読者の政治的なスタンスが異なっていることが明らかである。そして、産経新聞と

読売新聞とは、大衆に根強 く存在する自民党支持の心情に適合 しているのであろうし、読

者が両紙の与党寄 りの論調に影響を受けていることも当然に想定される。なお、数は少な

いけれど、産経読者において、小沢一郎党首の強い保守的な個性で鳴 らした自由党への支

持が他と比べて高いことは、同紙の政治への姿勢に関連 して気になるところである。

□自民寛

物限主完朝日新聞
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産経新聞

日本経済新聞

毎日新聞

読売新聞

□膝明党

□ 山山党

圏 共産党

§牲氏党

圏 支持する政党な し

日め か らない

□ 1:保 守的

2 2

□3

□4

圏 5:革 新的

図14全国紙の支持政党別読者層は、保載・祝 成見の貯者はなかった)

4.11政 治意識別

それでは、次のテーマとして各全国紙読者の政治意識について見ることに しよう。JG鞘

-2002では、調査対象者の政治意識を、 1:保 守的、 2、 3、 4、 5:革 新的 までの 5つ

の段階のどれに当たるか、で尋ねている。 もちろん、 この方法では、 3の 中間値に集 まり

やすい傾向があって、 ここで も同様な分布になっている (図15)。

しか し、結果か らは、産経新聞 と読売新聞読者 にやや保守的に寄 った意識があることが

現れていて、やはり両紙が保守層に好まれていることが明瞭である。 これに対 して、朝 日

新聞 と日本経済新聞読者では、ともに革新的に傾 いた意識が示 されてお り、とりわけ日経

読者の方に
“
革新的

"が
強 い。前節では、朝 日新聞 と日本経済新聞読者で政党支持の違 い

が明 らかになったのに、何故なのであろうか。つまり、朝 日新聞読者が政党支持で野党的

であるか ら革新的なのは一応分かるとして も、 日経読者が政党支持で与党的なのに革新的

であるということが理解 し難 いのである。 これには、1955年体制以来の保守 ―革新 という

対立軸 と与党 一野党 とい う対立軸が重なるという構図が通用 しな くなってきてぃることが

表れているか らではないかと思われる。 日本経済新聞の読者層は、変化の激 しい経済界で

働 く、第一線の ビジネスマ ンが多い。彼 らが意識 として保守的であるよりも革新的にな ら

ざるを得ないのは、政治的な意味を離れた当然な傾向なのであろう。

(単位名 :%)

朝日新聞

産経新闘

日本経済新聞

毎日新聞

読売新聞

図15全 国紙の政治意識別読者層

5 . む す び

本稿は、JGS S  2 0 0 2で取 り上げられた新聞に関する設間、すなわち
“
新聞購読の頻度

" ・

“
15の組織のなかでの新聞の信頼性

" ・ “よく読む新聞
"の

3つ のテーマについて分析を
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行った。もとより、新聞あるいはマスコミに関する特別な調査をすれば、さらに多くの成

果が挙がってくるものとは想像される。けれども、ここでは、JCSSという総合的社会調査

の利点によって各種のデータが多数 もたらされるという長所を活か し、クロス集計に力を

注いだ。そして、とくに中心的な課題としては、 5つ の全国紙に関 して、それぞれの読者

層がどのように構成されているかを多角的に考察 した。この作業によって、一日に現代日

本の全国紙と言っても、各新聞の歴史や個性にもとづいて読者層にも互いにかなりの特徴

があることが分かった。この結果からは、本稿の
“
はじめに

'の
部分で紹介 した山本武利

氏による新聞読者層研究の意義が確認されたように考えられる。

まず、日本経済新聞には、その経済専門紙としての性格から個性が顕著に現れている。

すなわち、読者層には、都市のビジネスマンを主体としつつ、とりわけ経済的 ・社会的ラ

ンクにおいて上位に位置づけられる人たちが目立つ。そして、彼 らは、政治的に与党寄 り

であるけれど、現状維持よりは
“
革新

"を
望んでいることが明らかになった。

朝日新聞には、日経と比較的近い属性を有する読者が多い。これは、朝日と日経の併読

率が高い、と言 うこととも関係 しているのであろう (戸田、前掲書、23頁)。 朝 日について

は、 「文句なく日本を代表する新聞であり、世界的にいってもその権威は確立されている」

と述べられているが (岩崎ほか、前掲書、87頁)、 論調を反映 しているためか、野党寄 りで

革新指向の読者のいることがかなり認められる。

読売新聞は、日経や朝日とは幾 らか異なって、東京に代表される大都会の市井に暮 らす

一般庶民からなる読者層を大量につかんでおり、 「戦後に急速に発展 し…一種驚異の成長

を遂げた」新聞だとされる (岩崎ほか、前掲書、91頁〉。読売は、論調 も読者 も、現代日本

の大衆社会に潜んでいる保守性に根を置こうとしているといった感 じである。

産経新聞には、読売よりも、読者に対 し一段 と保守性をアピール しようとする姿勢がう

かがえる。これについては、 「全国紙のステレオタイプ化へ多様性の一端として、評価 し

てもよい」と言われ、 「世論形成において 『左傾化Jを 防 ぐというプレーキの役割として

政府にとつて好ましいという一面と、世論の多元化という民主主義の基盤造成に貢献する

という一面とがあることを見逃せまい」と指摘されているのである (田村紀雄、1995、258

頁)。

毎日新聞には、読者層の高齢化にともなう発行部数の漸減という現象が起 こっており、

方向を徹 しきれなかったという課題が大きく残 っている。朝 日と読売の二大新聞による言

論の二極分化と言われる状況のなかで、毎日の 「相対的な地位の低下は自由な競争を弱め

るものとして好ましくない」と述べられているなかに同紙へのエールがあるものと思いた

い (田村、前掲書、258頁)。

現代日本の新聞界には、急速に進むデジタル化という技術革新への対応策がつきつけら

れており、新聞社はともかく、新聞紙の方はいつまで
“
生き残れる

"か
分からないと言 う

のが実情である。こうしたメディア環境の激変のなかにあって、新聞に対する国民の意識
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がどのように変化 してゆくのかについては、さらなる調査が必要になるであろう。

(本稿におけるデータ処理に当たつては、保田時男先生のお助けを頂きました。厚く感謝

を申し上げます。)
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